日本における機能性ディスペプシア患者に対するプロトンポンプインヒビターとヒスタミンH2受容体拮抗薬の比較 by 田代 知映
見本３ 
論文内容要旨 
 
 
論文題名 
Comparative study of proton pump inhibitor with histamine2-receptor 
antagonist on functional upper abdominal symptoms 
(日本における機能性ディスペプシア患者に対するプロトンポンプインヒ
ビターとヒスタミン H2受容体拮抗薬の比較) 
 
昭和大学大学院医学研究科 内科系 内科学 消化器内科学分野専攻 
田代 知映 
 
内容要旨 
近年機能性ディスペプシア（functional dyspepsia：FD）過敏性腸症候群
（irritable bowel syndrome：IBS）など器質的な病変が認められないに
もかかわらず慢性的な消化器症状を呈する疾患群として機能性消化管障
害（functional gastrointestinal disorders：FGIDs）の患者数が増加傾
向にあり関心が高まってきている。少なくとも人口の約 2割が胃・十二指
腸に由来する慢性症状を持っておりその多くは器質的疾患を持たない機
能性疾患である。悪性腫瘍との鑑別は重要だが FD 患者は器質的な要因が
なく胃酸や蠕動内臓知覚過敏などによる機能的な胃腸障害により様々な
症状を呈する。治療内容は多数あり中でも制酸薬の効果は大きくその効果
についての既報は多数あるがプロトンポンプインヒビター(proton pump 
inhibitor：PPI)とヒスタミン H2 受容体拮抗薬(histamine2-receptor 
antagonist：H2RA)との純粋な比較試験は少ないうえいずれも欧州での試
験である。 
本研究では FD 患者に対する PPIと H2RA の比較を実臨床で行うことを目
的とした。 
当院と 6 つの家庭医を対象とした非盲検無作為試験である。上部消化管症
状の評価には The Gastrointestinal Symptom Rating Scale（以下 GSRS)
を使用した。FD患者は GSRS 解答後オメプラゾール(OPZ)20 ㎎/日かラニチ
ジン塩酸塩(RAN)150 ㎎/日の内服を無作為に割り当てた。主要評価項目は
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4 週での両群の総 GSRS スコアの減少率副次評価項目は 4 週での両群の各
GSRS スコアの減少率とした。またヘリコバクターピロリ(Helicobacter 
pylori：HP)感染は上部消化管症状に影響する為 HP血清結果に準じ両群の
GSRSを比較した。 
総 GSRS の減少率は OPZRAN それぞれ 0.8±0.7(平均±中央値)0.6±0.6 で
あり有意差は認めなかった。(P=0.098) 
逆流症状の GSRS減少率は OPZ，RAN 各々1.14±0.7，0.5±0.5で有意差を
認めた。(P=0.04) 
また抗 HP抗体陽性患者数が統計を行うには少ない為サブ解析では抗 HP抗
体陰性患者のみ用いたが総 GSRSの減少率は主解析と同様の結果であり両
群で優位差は認めなかった。 
今回の研究で PPI の H2RA に対する優位性は認めなかったが逆流症状を附
随すると考えられる FD 患者に対しては PPI の方が有用である可能性が示
唆された。 
 
